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〈研究 目的〉

　近年 日本で もESP （English　for　Specfic　Purposes）の 研 究が 進 んで い るが 、 こ の 領域の

中に は 、代表的なもの として法律英語 、 商業英語、ビ ジネス 英語、科学技術英語、医学英

語 な どが あ る 。 これ ら の 各領域 は そ の 目的に よ り、EOP （English　for　Occupational
Purposes） と EAP （English　for　Academie　Purposes）1こ分類する こ とがで きるが 、その 目

的を達成するため に どの よ うな方法で何 を教える べ きか とい う研 究が各領域で進 み始めて

い る 。 どの よ うな英語を ESP と して とらえるかは 、 寺内 （2000）がそ の 定義を紹介 してい

る 。
「同質性が認 知され た専門領域内で ディ ス コ ース ・ コ ミ ュ ニ テ ィ

ー
集団が形成 され 、 そ

の 目的を達成 しよ うとす る際 、 各集団の 内外に おい て 明確且 つ 具体的 目標 を持 っ て英語が

使用 され るが 、そ の 際の 言語 研究及び言語 教育を言 う。 」

　 こ の 定義にの っ とっ て 考えた際、まだ 日本にお い て 専門領域 とし て 認知 され て い ない と

思われるデ ィ ス コ
ー

ス ・コ ミ ュ ニ テ ィ
ーが存在す る 。 それ は、近年発 展 の 目覚 しい サー ビ

ス 産業 （ホ テル 業 、旅 行業 、 飲食業 、 航空産 業等）の 領域で あ る 。 この コ ミ ュ ニ テ ィ
ー

で

使用され る英語は 、 特に 「顧客にサー ビ ス を与える」 とい う特殊な 目的を持 っ て い る と考

え られ 、商業英語 、 ビジネ ス 英語 とはそ の 目的 を異にす る。 日本で は サー ビ ス 産業 とも呼

ばれ る こ の 分野 は、米 国や英 国で は ホ ス ピ タ リテ ィ
ー ・イ ン ダ ス トリー （hospitality

industry）とい う独 自の 産業領域として位置付 け られ発展 した 。 そ して 日本で も 1980 年代

か らホテ ル 業 、 航空産業 、 旅行産業を中心 に 「ホ ス ピタ リテ ィ
ー

」 とい う言葉が使われ始

め るよ うにな っ た 。 多 くの 経済専門家が指摘 して い るよ う、 21 世紀は ま さに脱工 業化、

ホ ス ピ タ リテ ィ
ー産業の 時代である 。 観光は 21 世紀の 世 界経済の 牽引車で あ り基幹産業

とも言われ て い る 。

　 この よ うな流れ の 中で、人 々 の 国境を越 えた移 動は増加 の
一

途 にあ り、旅 行業、航空産

業 、 ホ テ ル 業等の 果たす役割 も大きくなる こ とは 疑い ない
。 これ らの産 業に従事 す る人 々

に とっ て 、
コ ミュ ニ ケー

シ ョ ン 媒体と して の 英語が ます ます重 要な意味を持 っ よ うに な る

と考え られ 、 こ の 領域の英語 を ESP として 研究す るこ とは意義の ある こ とと思われ る。 さ

らに 、 大学や専門学校 にお い て も観 光やサ
ービ ス

、 ホ ス ピ タ リテ ィ
ー

関連 の学部 、 学科 、

科 目を設定 して い る とこ ろは増加 の 傾向 にあ り、その よ うな専門領 域の 中 で英語 との 関連

付 けも必要 と考え られ る。 本研究で は 、 日本の ホ ス ピタ リテ ィ
ー

産業にお ける英語を EOP

と して とらえ、 そ の コ ース デザイ ン を試み る 。

〈 定義〉

　最初にホ ス ピ タ リテ ィ
ー産業とい う言葉の 包括す る領域を明確 にす る必 要が ある 。 服部

（1996）の 定義に よれ ば、ホ ス ピ タ リテ ィ
ー とい う概念に直接関連 して い る産業は 、エ ア

ライ ン 、鉄道、ツア ーオペ レ ー
シ ョ ン などの 旅 行関連産業 （travel　industry）、ホ テ ル など

の 宿泊産業 （lodging　industry）、 テ
ー

マ パ ー
ク 、 展覧会などの観光余暇 関連産業 （tourism ）、

そ して レ ス トラン 、バ ーな どの 外食産 業 （food　service 　industry）の 4 っ に分類 され る。 こ の

直接的関連産業か ら波及 した 医療 、 教育 、 通信 、情報 、 不動 産な どの サー ビ ス もさらに 間

接的関連産業 と して ホ ス ピ タ リテ ィ
ー産 業に属す る と定義 され る 。 これ らの 中で 、 英語で
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の 運用の 頻度が高い と想定 され るもの が今回の 研究の 対象 とな る 。 す なわち外国人が
一

定

の 頻度 で 利用 し 、 英語で の コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン が 日常的に 考え られ る分野 と しては、直接

的関連産業で ある上記 4 つ の カ テ ゴ リ
ーの うち、旅行関連産業、宿泊産業、観光余暇関連

産業の 3 つ が あて はまる 。 外食産業に つ い て は、外国人 との コ ミ ュ ニ ケー
シ ョ ン の 必要性

が 特定 の場 所 （例 えば外国人の 利用の 多い ホテル の レ ス トラ ンな ど）を除い ては あま り頻度

が高い とは考えに くい
。

した が っ て 、 本研 究の EOP の 領域はホス ピ タ リテ ィ
ー

産業の 中で

も特に旅行 ・ 宿泊 ・観光に焦点 を当て る もの とし、外食産業につ い て は宿泊（ホ テ ル ）との 関

わ りの 中で の み扱 うこ ととす る。

　こ れ らの 3 つ の カ テ ゴ リ
ー

は それぞれ が特殊な専門性 を持 っ てお り、考え方に よ っ て は 、

旅行英語 、航窒英語 、 ホテル 英語 とい うよ うに 、それぞれ を独 自で EOP と して とらえ るこ

とも可能 で あ る。 しか し、 こ こ で あ えて これ らを 1つ に ま とめて 考えるの は 、こ れ らに共

通 す るホ ス ピタ リテ ィ
ー とい う概念が あり、

「余暇を楽 しむ又 は ビ ジネ ス で 利用する顧客（ゲ

ス ト）をもてなす 」 とい う共通の 目的 に結ばれ たディ ス コ ース ・ コ ミ ュ ニ テ ィ
ーが存在す る

か らで ある 。

〈ホ ス ピ タ リテ ィ
ー産業の 英語の 分析〉

　本研 究の 中で は 、 ホ ス ピタ リテ ィ
ー

の 英語を コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン の パ タン に よ り 2 種類

に分類 した 。 ひ とつ は 、ホ ス ピタ リテ ィ
ーを提供する対象 とな る顧 客（ゲス ト）と の コ ミ ュ ニ

ケ
ー

シ ョ ン の 英語で ある 。 そ して、 もうひ とつ は業務を遂行するた めに旅行 、 宿泊、観光

各分野内部にお い て使用され る専門的な英 語で ある 。

　こ の 2 つ を柱 として 、 EOP として の ホ ス ピタ リテ ィ
ーの 英語が包括するべ き内容の 調査

を行 っ た 。 その た めの 材料 と して 、 ホ ス ピ タ リテ ィ
ー

産業従事者に対 しア ン ケー トを行 う

と同時に、各産業が出 して い る文献 も参考に した 。 さらに、イギ リス の 職業訓練校や、ア

メ リカ ・オ
ー ス トラ リア の 大学や語 学学校な どで 、Hospitality　English，　 English　 for

Hospitality　lndustries，　English　for　Tourism などとい うタイ トル で 実際に行われて い るク

ラス の 講義概要や、使用教材 な どを検討 し、どの よ うなホ ス ピタ リテ ィ
ー

の 英語 が実際に

教 え られ て い る の か を調 査 した。 こ れ らの 分析 結果 か ら、ホ ス ピタ リテ ィ
ーの 英語 は どん

な場面や状況で 運用 され るか 、 そ して どん な特徴があ るかを具体的に し、これ らの 要素を

コ ース デザイン の 作成の ための 土台 とした 。

〈 ニ
ーズ分 析 とコ ース デザイ ン 〉

　 コ ース デ ザイ ン を進め るにあた り、大学にお け る専門科 目との 関連性を明確 にす るた め

に、専門分野の 教師 に対 し どの よ うなジ ャ ン ル 及び言語 内容の ス キル が必 要か を中心 とす

るア ン ケ
ー

ト調査を行い
、

ニ
ーズを収集 ・分析 した 。 2002 年春学期 に開講の筆者の 「English

for　Hospitality　lndustriesjにおい て、これ らの ニ ーズ 分析を土台とした コ ース デザイ ン を

作成 、 開始時 には 、学生に もニ ーズ 分析 の た め の ア ン ケ
ー

トを行い
、 指導法や 教材選択 の

参考にする。
コ
ース 中及び終了後に は学生に よる コ ース 評価を行い 、新た な コ ース デザイ

ン の 改 善に 応用す る もの と して 、そ の 報告を行 う。
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